





















































































































加算法 Sd (i) Sa (i) 
ABS L; Ai Sd' L;Au S副j=l j=1 
SRSS |会(Ai Sd' (i) )'1 t 出(Auむ(i))， Jt 









ここで， Sd (i ) ， Sa (i )は次モードに関する
各入力による動的変位応答の総和の最大値と絶対










Re [Gjl (fi)] 




よって定められる O それによって計算された Sd
800 
ω-E 包 ω。




ロロ -i.告- Exact 





fS1 fsz 1;Sl 1; Sz 
5 4 0.1 0.1 
。
5 10 
Natural Circular Frequency fp (rad/s) 
図3 多入力床応答スペクトルの比較
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の振動特性(fsi， ~ sJ と配管のモードの固有振
動数 fpのみによって決定できる O ただし，モー














f p/ f &1 0.10 0.05 0.01 




0.5 0.25 0.25 





1.1 0.25 0.25 





























f p/ f &1 0.10 0.05 0.01 




0.5 0.75 0.75 
0.6 0.25 0.25 
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